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伊勢市観光振興基本計画
「多様な主体を受け入れ、常若の精神とにぎわいにあふれるまち」を目指して

概要版

令和4年 3月
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第１章 はじめに

１ 計画策定の背景・目的
伊勢市は、古くから「日本人の心のふるさと」と呼び親しまれてきた神宮や、数多くの魅力的な地域資源を有し、全国

から多くの観光客を迎え入れてきた観光都市です。

2013年（平成25年）には第62回神宮式年遷宮が執り行われ、その年の神宮参拝者数は記録が残る1895年（明

治 28 年）以降最高の約 1,420 万人を記録しました。 これら神宮への注目度の高まりによる観光客の増加を受け、

2014 年（平成 26 年）に 4 か年の計画を策定し、その後継計画として 2018 年（平成 30 年）には、観光客の満足度

の向上と、継続的な誘客に向けた、前「伊勢市観光振興基本計画」を策定し、社会の動向にあわせて方向性の見直しを

行いつつ、幅広い観光振興の取組を進めてきました。

しかし、2020 年（令和 2 年）の新型コロナウイルス感染症拡大の影響による全国的な観光産業の大きな打撃や生活

様式の変化などにより、観光を取り巻く状況は大きく変化し、観光のあり方も変化を迫られつつあります。また、本計画期

間の最終年度となる 2025 年度（令和 7 年度）は、お木曳行事の直前となると想定されるため、次期式年遷宮に係る

諸行事の開始を視野に入れつつ、4 年間に取り組む方針をまとめ、社会動向やニーズに即した新たな「伊勢市観光振興

基本計画」を策定しました。

２ 計画の期間
前「伊勢市観光振興基本計画 2018 年（平成 30 年）3 月改訂」を引き継ぎ、本計画の対象期間は、2022 年度（令

和 4 年度）から 2025 年度（令和 7 年度）までの 4 年間とし、計画最終年度から始まる次期式年遷宮諸行事開始を見

据えて、計画の推進に取り組んでいきます。

３ 計画の位置づけ
本計画は、伊勢市のまちづくりを進める上での最上位計画である「第 3 次伊勢市総合計画」で掲げた目標（目指す

姿）の実現に向け、観光分野における施策及び事業の推進指針を示すものになり、また、他分野の計画や他部局で実施

する施策等における観光分野に係る部分は整合を図るものとします。

第２章 社会動向・観光動向（伊勢市を取り巻く観光の現状）

１ 観光を取り巻く社会動向

新型コロナウイルス感染症拡大がもたらした観光のトレンドの変化

今後の観光業の体質強化や観光地の再生に向けた取組

２ 三重県の観光動向
『観光誘客の推進「世界の人びとを魅了する三重の観光」』と『観光産業の振興「TOKOWAKA～変革し続ける観光

産業へ～」』の２つの視点に基づき、イベントに頼らずに誘客できるよう三重のブランド力を向上させ、持続可能な観光の

実現に向けてオール三重での取組を推進しています。

2008～13年度 2014～17年度 2018～21年度 2022～25年度 2026～29年度 2030～33年度

（平成20～平成25年度） （平成26～平成29年度） （平成30～令和３年度） （令和4～7年度） （令和8～11年度） （令和12～15年度）

第62回神宮式年遷宮 2013年（平成25年）

お木曳行事 2026年（令和8年）

　　　　　　　　　　 2027年（令和9年）
お白石持行事 2033年（令和15年）

次期式年遷宮 2033年（令和15年)

近隣地域内での観光（マイク
ロツーリズム）の広がり

ワ―ケーション等の取組によ
る関係人口の拡大

アウトドア等の自然体験への
ニーズの高まり

持続可能な観光（サステナブ
ルツーリズム）の推進

DX（デジタルトランスフォーメーショ
ン）の活用による観光の展開

観光危機管理の推進
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これまでの観光客数の推移や、伊勢を訪れた観光客の満足度・周遊したスポット数などの統計情報
をまとめた調査です。調査結果を見ると、本計画の期間は式年遷宮の 20年の間で最も神宮への参拝
者数が少なくなる傾向があり、また、近年は新型コロナウイルス感染症の影響により観光客の数は大
幅に減少しているため、観光産業の再生が必要です。
一方で、観光客の満足度はコロナ禍の影響を受ける以前よりも上昇しており、これは観光客減少に

よる密の回避や混雑の緩和が影響していると考えられます。

携帯電話の位置情報を基にして、伊勢に訪れた人がどのように市
内を周遊しているかを調査したものです。来訪者数や周遊スポット
だけではなく、その人がどこから来訪したかやなども把握すること
ができ、本計画策定後も継続して調査を行うことで計画の見直しや
誘客戦略の検討材料とします。

計画策定に際し、伊勢の観光に携わる方々や専門家を交えたワーキンググループ、個別ヒアリング
を行い、伊勢の観光課題や観光の新たな視点についての意見交換・聞き取りを行いました。
【主な意見】

SDGs
・SDGs 等を学べる場所として、伊勢市の観光資源を生かしていけたら、より選ばれる旅行場所になるのではないか。

・これからは SDGs に関心のある人が観光客として来訪するのに、このままでいいのかと思う。

観光危機管理 ・災害だけでなく、コロナ等の感染症、テロなど様々な危機がある。柔軟な想定、広域な危機管理が必要。

デジタル化 ・観光案内所の案内機能としての変化が求められている。DX の活用、非接触案内と対面案内との役割分担が必要。

更なる観光振興

に向けて

・地域が一丸となって、将来を担う次世代の育成に取り組んでいく必要がある。

・観光による経済効果を市内にもたらすためには、宿泊の振興は欠かすことができない。

・市民においても常若の精神に基づいた持続可能な観光地としてのまちづくりに対する理解と、お客さんをも

てなすような意識を醸成することが必要。

・コロナ禍の状況において駐車場にすぐ停められたことが良かったという声も聞いた。観光客の増加は、時とし

て必ずしも良いことであるとは言えない（オーバーツーリズムの視点）。

第３章 伊勢市の観光の現状と課題

１ 前計画の検証
新型コロナウイルス感染症拡大の影響により「入込客数」や消費額等

の「経済効果」については目標達成に至りませんでしたが、一方で観光客

の満足度や市民プライドは目標を達成し、特に市民プライドについては大

きく向上しています。

基本方針に基づく取組と検証

２ 伊勢市の観光動向
本計画は、以下のようなデータや調査結果などを活用し、その方向性や取組などの検討などを行っており、また、これら

の調査を基にして今後の計画の検証・見直しなども行っていきます。

基本方針 状況 課題
1 「神宮を中心とした物語性」の発掘 △ コロナ禍を逆手に取る施策が必要。密にならない「神宮に繋がる観光資源」を中心に

物語性を持った市内周遊を促進する等。

2 産業視点での観光の推進 △ ウィズコロナ・アフターコロナ時代を生き残るための情報発信や観光消費額の回復に

向けた各種取組を進める必要がある。

3 ターゲット別ＰＲ戦略と検証可能な取

り組み

△ コロナ禍でも伊勢を好きで訪れてくれた多くのリピーターの方に感謝しつつ、その方々

に続く新規来訪者・リピーターを獲得できるように、適時・適切な情報発信を行う。

4 笑顔で迎える受入環境・受入基盤の

整備

○ どのような時でも安心して快適に観光ができる受入環境・受入基盤の整備を進め、ウィ

ズコロナ・アフターコロナ時代でも選ばれる観光地づくりを進めていく。

5 「競争と協働」視点での連携の推進 △ 目的や有効性を十分に検討し、双方有益となるような事業を精査して進めていく。

6 市民力の向上、人材育成及び活用推

進

○ コロナ禍においても、未来の観光都市伊勢を支える人材育成を進めるためのさらなる

取組の充実が必要である。

観光動態調査

GPSデータによる観光動態調査

ワーキンググループやヒアリングでの多様な意見の把握
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第４章 伊勢市の観光が目指す姿

１ 伊勢市の観光における大切にしたい考え
本計画では、以下の 5 つを計画において考え方の根底とする「基本理念」と定め、加えて、近年観光においても重要視

されるＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）と、伊勢の「常若の精神」を掛け合わせることで、伊勢市の今後のありたい姿の実

現を目指します。

伊勢市のありたい姿
上記の考え方を踏まえ、次期式年遷宮の年（2033 年）における伊勢市のありたい姿と、本計画の計画期間である「4

年後（2025 年度）のありたい姿」を以下のように定めました。また、その達成状況を測る指標として、3 つの目標指標

（KGI）を設定しています。

次期式年遷宮の年（２０３３年）における伊勢市のありたい姿

住む人と訪れる人がおかげさまの心を通じて交わるまち

常若の精神を未来へ受け継ぎ、若々しく瑞々しいまち
とこわか みずみず

本計画の達成状況を測る目標指標（KGI）

神宮参拝者数 観光地平均立ち寄り箇所数（日帰り） 市内宿泊者数

伊勢市観光の代表的な存在であり、
主たる目的地となる神宮（内宮・外
宮）の参拝者数について、コロナ禍前
の賑わいへ再生を目指します。

神宮参拝者に市内他地域への周遊を
促し、観光地の分散化・混雑の平準化
による安全・安心の確保と伊勢市全体
への経済効果の波及を目指します。

伊勢市内での宿泊者数を増加させる
ことで、市内消費の拡大を図り、観光
による地域経済への波及効果を一層高
めていくことを目指します。

現状値 2021 年（令和 3 年）

3,827,451（人）

目標値 2025 年（令和 7 年）

8,000,000（人）

現状値 2021 年（令和 3 年）

2．85（地点）

目標値 2025 年（令和 7 年）

3.00（地点）

現状値 2021 年（令和 3 年）

467,563（人）

目標値 2025 年（令和 7 年）

700,000（人）

４年後（２０２５年度）の伊勢市のありたい姿

多様な主体を受け入れ、
常若の精神とにぎわいにあふれるまち

【常若の精神とは...】
伊勢の地で20年に一度繰り返される遷宮は、

古（いにしえ）と今と未来がつながる神宮の行
事です。そこには、古いものや伝統を大切にし
ながら、常に若々しく生き、その精神を子孫へ
伝えたいと願う人々の思いが重なっています。

常若の精神

国連世界観光機関（ＵＮＷＴＯ）は、「すべての目標に対
して、観光は直接的、または間接的に貢献する力があり、
持続可能な開発目標の達成に向けて重要な役割を担って
いる」旨、宣言している。

ＳＤＧｓと観光

2025年度

2029年度

２０３３年

①日本を理解し、伊
勢の“常若の精神”
を理解してもらう

③訪れる人が満足の
できるまち

④住む人も満足がで
きるまち

⑤観光を通じて経済
的効果を高める

②さまざまな人が安
全に安心して楽しめ
るまち

8,50 5 

9,73 0 

5,53 8 

3,82 7 

5,50 0 
6,00 0 

7,00 0 

8,000 

0 

1,00 0 

2,00 0 

3,00 0 

4,00 0 

5,00 0 
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9,00 0 

10,0 00  
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2.99  

3.00 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5
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0
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1･･
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(地点 )
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769 ,61 9
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700,000 

0

100,000
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H30
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第５章 伊勢市の観光施策
今回策定した伊勢市観光振興基本計画は、以下のような全体像・流れで作成をしています。

「基本理念」に基づく「ありたい姿」と、それを達成するための「基本方針」と実際に取り組むことを表した「具体的方

針」が示されています。

それぞれの基本方針の基には、それを具体的に記載した具体的方針を示しており、6 つの基本方針に示した内容をど

のように進めていくかを記載しています。

基本理念

①日本を理解
し、伊勢の
“常若の精
神”を理解
してもらう

②さまざまな
人が安全に
安心して楽
しめるまち

③訪れる人

が満足の

できるま

ち

④住む人も

満足がで

きるまち

⑤観光を通

じて経済

的効果を

高める

[

次
期
式
年
遷
宮
の
年
（
２
０
３
３
年
）
に
お
け
る
伊
勢
の
あ
り
た
い
姿]

住
む
人
と
訪
れ
る
人
が
お
か
げ
さ
ま
の
心
を
通
じ
て
交
わ
る
ま
ち

常
若
の
精
神
を
未
来
へ
受
け
継
ぎ
、若
々
し
く
瑞
々
し
い
ま
ち

[

４
年
後
（
２
０
２
５
年
度
）
の
伊
勢
市
の
あ
り
た
い
姿]

多
様
な
主
体
を
受
け
入
れ
、常
若
の
精
神
と
に
ぎ
わ
い
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち

基本方針 1

「神宮を中心とし
た物語性」の発
掘・展開

基本方針 2

ターゲット別 PR

戦略と関係人口の

確保・創出

基本方針 3

産業視点での観光

の推進

基本方針 4

安全・安心な受入

環境・受入基盤の

整備

基本方針 5

「共生と競争」の視

点での連携の推進

基本方針 6
市民・地域の「お
かげさまの心」の
醸成と連携の強化

基本方針

2 次期式年遷宮へとつながる観光推進体
制の充実

1 SDGs に基づく持続可能な観光振興の観
点から神宮や関連資源の再認識

2 市民（内）と来訪者（外）の視点を生か
した魅力ある地域資源の発掘・磨き上げ

1 ターゲット・目的にあわせた戦略的な情
報発信

2 観光情報を効果的に届ける仕組み・体制
の強化

3 常若の精神でつながる関係人口の確
保・創出

1 マーケティングの視点で伊勢市を訪れ
る観光客等の実態の把握・分析

2 地域資源の開発・磨き上げと周遊・滞
在・消費の促進

3 地域における連携の推進

2 心地よい受入環境・受入基盤の整備

3 満足度を高める交通対策の推進

4 多様な主体を受け入れる環境の整備

1 国や県、伊勢志摩地域全体で連携した誘
致・受入の推進

2 歴史、文化、自然などの伊勢志摩地域の
地域資源の活用と連携

1 来訪者を笑顔で迎え入れる市民の意識
醸成

具体的方針

4 スポーツイベントの企画や合宿など誘致

1 観光危機管理に配慮した受入環境の構
築
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伊勢市は、古（いにしえ）から神宮がご鎮座するまちとして、世界に誇れる歴史・文化などの資源を数多く有することはもちろん、神宮が古くか

ら培ってきた日本人の心の原点とも言える精神性や、その伊勢市で暮らす市民の営み・心持ちもあわせて、伊勢ならではの魅力として今も多く

の人達を惹きつけています。

近年においては、SDGs といった、神宮が培ってきた精神性と類似する考え方が世界中の人々にとっての行動指針になるなど、歴史・文化だ

けではなく、心持ちの面も伊勢市の誇れる魅力資源となっている一方で、そのような魅力を市民が気づいていない、そして市外の人に十分に知

ってもらえていないとも言えます。

神宮を中心とし、伊勢市全体に広がる観光資源や精神性の魅力を再度地域の人々、そして伊勢市を愛する市外の人々も巻き込んで掘り起

こし・磨き上げ PR することで、新たな交流を生み出します。

伊勢市の魅力をたくさんの人に知っていただき、来訪を促すためには、明確なターゲットを定め、それらの人々の心に響く PR を仕掛けていく

ことが重要になります。コロナ禍においても、アフターコロナを見据え、継続的に情報を発信し、伊勢市への来訪意欲を高めていくことが重要と

なります。

また、情報発信や来訪をきっかけに、伊勢市の持つ歴史文化や物語性の魅力に共感していただき、もっと伊勢に関わりたいという人を増や

し、単なる観光を越え、更に強くこの伊勢の地域とつながりを持つ「関係人口」の創出があわせて必要となっています。

基本方針1 「神宮を中心とした物語性」の発掘・展開

【観光客総合満足度】

コロナ禍の状況で過去最高の数値（91.5％）と

なりました。神宮を中心とし、伊勢市全体に広がる

観光資源や精神性の魅力を観光客に伝え、コロナ

禍前の賑わいへ再生した際も、この満足度を維持

し続けることを目指します。

SDGs に基づく持続可能な観光振興の観点から神宮や関連資源の再認識

神宮の歴史文化や価値、魅力をより深く知ってもらうために、SDGs の考え方にも通ずる
“常若の精神”を伊勢市全体に波及・浸透させるとともに、来訪する観光客にも理解・共感

してもらえるよう取り組みます。

【4 年間で取り組むこと】
◆神宮の持つ物語性・精神性や価値の再認識と共有

◆神宮関連施設等の文化施設認知度向上に向けた魅力向上への取組と利用促進

市民（内）と来訪者（外）の視点を生かした魅力ある地域資源の発掘・磨き上げ

市内外の人々の視点を通じて伊勢市の様々な地域資源を磨き上げ、まち全体の魅力向

上に取り組みます。特に市外からの視点を通じて新たな伊勢市の魅力を掘り起こすこと

で、伊勢市観光の魅力の底上げや新たなコンテンツの創出につなげます。

【4 年間で取り組むこと】

◆自然、景観、歴史・生活文化、食、芸術性などの様々な地域資源をまち全体で発掘・磨き上げ

◆ＳＤＧｓの視点による持続可能な観光地としての魅力や付加価値の向上

基本方針2 ターゲット別 PR戦略と関係人口の確保・創出

【伊勢市観光協会ホームページの

セッション数】

正確な観光情報を発信する伊勢市観光協会ホ

ームページのセッション数増加により、神宮をはじ

めとした伊勢市の魅力を多くの人に知っていただ

き、来訪の意欲を高めることを目指します。

ターゲット・目的にあわせた戦略的な情報発信

神宮の歴史文化や価値、魅力をより深く知ってもらうために、SDGs の考え方にも通ずる

“常若の精神”を伊勢市全体に波及・浸透させるとともに、来訪する観光客にも理解・共感
してもらえるよう取り組みます。

【4 年間で取り組むこと】

◆明確なターゲットに向けた誘客ＰＲ・キャンペーンの実施

◆伊勢市の魅力や価値を理解してもらうための情報発信

観光情報を効果的に届ける仕組み・体制の強化

市内外の人々の視点を通じて伊勢市の様々な地域資源を磨き上げ、まち全体の魅力向上

に取り組みます。特に市外からの視点を通じて新たな伊勢市の魅力を掘り起こすことで、伊勢
市観光の魅力の底上げや新たなコンテンツの創出につなげます。

【4 年間で取り組むこと】

◆効率的な発信を行うための観光情報媒体の整理・強化

◆観光案内所等での効果的な情報発信

常若の精神でつながる関係人口の確保・創出

コロナ禍において伊勢市への来訪が困難となってしまった人の再来訪につながる関係づ

くりを強化するとともに、国内外に多く潜在する、伊勢市を愛するファン、常若の精神に関心

を持ってくれる関係人口の確保・創出・拡大・定着を図ります。

【4 年間で取り組むこと】

◆伊勢市のファンやリピーターとのつながりの構築・深化

◆学習型旅行の受入対応の支援

◆デジタル技術等を活用した新たな需要の喚起
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観光とは、人生の楽しみであると同時に、観光地に住む人々の暮らしを豊かにする重要な要因の一つです。地域の人々を豊かにするには、産
業としての視点をもって、消費を生み出し、地域に継続して効果を波及させることが重要です。そのために、マーケティング調査や、調査に基づく
戦略の構築・実行、消費を促進するための観光資源へのストーリー性が求められます。

伊勢市には神宮をはじめとした多種多様な資源があり、特に歴史文化を感じる観光におけるポテンシャルには特筆すべきものがありますが、
一方で、観光ニーズは多様性を極め、日々、求められる条件は変わりつつあります。近年においては、新型コロナウイルス感染症や自然災害な
どへの備えや、多様性に対応した受入環境なども求められています。

これらのニーズへの対応のためには、最新のデジタル技術の活用や、多様な主体による受入環境の構築に取り組み、伊勢のまちを形作る歴
史文化とのバランスを取りつつ、訪れる人も住む人も双方が満足できる受入基盤の構築が必要です。

基本方針3 産業視点での観光の推進

【一人当たりの観光消費額】

市内の滞在時間の延伸や周遊を促進させ、地

域経済の活性化を図るため、観光客一人ひとりの

観光消費額の増加を目指します。

マーケティングの視点で伊勢市を訪れる観光客等の実態の把握・分析
観光実態調査を継続的に実施し、観光動向等の実態把握を行うとともに、デジタル技

術等を活用した調査方法やマーケティングの手法を研究するなど、より効果的な観光実態
の把握・分析と、その分析に基づいた観光マーケティングを行います。

【4 年間で取り組むこと】
◆伊勢市を訪れる観光客の実態の把握・分析

◆デジタル技術等を活用した調査手法の研究と実施

地域資源の開発・磨き上げと周遊・滞在・消費の促進
観光客の満足度や市内での宿泊や滞在時間延伸、観光消費額拡大のため、既存の地域資源・観

光コンテンツの魅力向上を図るとともに、新たな地域資源の開発、観光コンテンツの造成を進めます。
【4 年間で取り組むこと】
◆宿泊や周遊の促進による滞在時間の延伸と観光消費の拡大

◆地域資源を活用した滞在消費ストーリー・体験メニューの開発

地域における連携の推進
個店やスポット、エリアごとの振興だけでなく、伊勢市全体で連携した周遊の促進と来訪

満足度の向上に取り組みます。
【4 年間で取り組むこと】
◆地域が一体となった来訪者の満足度の向上及び消費を広げる取組

◆地域産業と連携した特産品等の販路拡大や観光コンテンツ造成の支援

スポーツイベントの企画や合宿など誘致
伊勢市の魅力の周知、新たな交流を生み出すきっかけや伊勢市への再来訪の動機づけ

となり、団体旅行の受入拡大にもつながる、スポーツイベントの企画や大規模なスポーツ
合宿・集大会等の誘致を推進します。イベント等は既成概念に捉われることなく、伊勢市の
独自性を発揮しつつ、地域への経済効果も考慮して取り組みます。

【4 年間で取り組むこと】
◆新たな交流や誘客のきっかけとなるスポーツイベントの企画・合宿等の誘致

◆伊勢市の独自性を発信するイベントの企画、伝統行事の継承・磨き上げ

基本方針4 安全・安心な受入環境・受入基盤の整備

【市内観光地で安心して観光客を迎え入れられる

感染症対策が行われていると思う市民割合】

観光客にとっても市民にとっても安全・安心な受

入環境を作り上げるため、観光地の感染症対策が

「できている」・「どちらかといえばできている」と思

う市民の割合向上を目指します。

観光危機管理に配慮した受入環境の構築
従来の自然災害等への対策に加えて、感染症による地域経済への影響なども含めて、観光危機

管理に配慮した受入環境を整え、安全・安心で持続可能な観光を支える環境整備を推進します。
【4 年間で取り組むこと】
◆安全・安心を担う観光危機管理の推進 ◆観光客の平準化・分散化の推進

心地よい受入環境・受入基盤の整備
伊勢市を形作る歴史・生活文化とのバランスを考慮し、良好な景観形成を推進するとと

もに新しい生活様式に対応した安全・安心に滞在できる受入環境の取組を推進します。
【4 年間で取り組むこと】
◆美しいまちなみ・景観を生かしたまちづくりの支援

◆新しい生活様式に対応した快適な滞在環境の整備

◆来訪者の多様なニーズにあわせた案内機能の検討と観光案内所の機能整理

満足度を高める交通対策の推進
伊勢市内の移動手段、周遊手段の確保と利便性の向上に向けて、公共交通の利用促進を図り、

渋滞緩和等の交通対策を推進します。また、デジタル技術等を活用した交通情報提供や将来的な
MaaS の実現に向けて、地域活性化を目指すモビリティサービスの継続的な検討を行います。

【4 年間で取り組むこと】
◆満足度向上につながる交通対策の推進 ◆正確で便利な交通情報の発信

多様な主体を受け入れる環境の整備
国籍や生活文化の違い、障がいの有無などに関わらず、快適に心地よく伊勢市を来訪し

ていただける環境を整備します。
【4 年間で取り組むこと】
◆バリアフリー観光の満足度を高める環境整備

◆外国人観光客の満足度を高める受入環境・体制の整備
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観光誘客や観光コンテンツの開発においても、伊勢市単独ではなく、周辺自治体と連携し、お互いの魅力を掛け合わせることで、多様なニー

ズに応じた選ばれる観光地域としてより効果的な情報発信が可能になります。

また、このコロナ禍による観光客の減少を伊勢市の観光を見つめ直す機会と捉え、ウィズコロナ・アフターコロナにおいても、周辺地域との

「共生」だけではなく、時にはライバルとして「競争」し、互いが切磋琢磨することによって、双方の持つ地域資源やコンテンツの魅力を高め、更

なる発展を目指します。

観光客にとっては、旅先で出会う様々な地域の人々などとの触れ合いも観光の醍醐味です。近年、インターネットや SNS により簡単に観光地

の情報を得られるようになった社会の中、旅先での人々との交流や、その地域の人々の暮らしぶりに対する注目度が改めて高くなっています。ま

た、満足いただく交流を行うためには、観光客を受け入れる市民側の共感を得る必要があります。
市民がこれまで多くの観光客を迎え入れ、繁栄してきた伊勢市の観光文化について学ぶ機会を設けることで、「おかげさまの心」（※）をもっ

て観光客を迎え入れることへの誇りを醸成することが大切です。そのうえで、地域が一体となって観光客を迎え入れる観光地として発展し続け

ることを目指します。
※ おかげさまの心…市民の神宮への感謝から生まれる心の意味として使っています。その心がにじみ出て、訪れた方々に伝わり、「おもてな

しの心」として感じられる姿を目指します。

第６章 計画の推進・実現に向けた推進体制
これまでに記載している計画を推進・実現するために、PDCA サイクルに基づき計画を運用していきます。
その体制として、継続的な観光事業者への聞き取りや、伊勢市観光振興基本計画推進委員会内に設置した検証部会を

年１回以上の開催、市民との意見交換の場を設け、効果的な事業の展開や改善に向けた取組を進めます。
2025 年度（令和 7 年度）に本計画の見直しを実施し、次期計画を策定し、次期式年遷宮の年（2033 年：令和 15 年）

における伊勢市のありたい姿の実現を推進していきます。

基本方針5 「共生と競争」の視点での連携の推進

【再訪意向率】

伊勢市及び周辺地域が、観光客に繰り返し選ば
れる観光地となること、そしてその中心が伊勢となる

ことを目指し、「再訪意向率」を目標と定め、伊勢市

の再訪意向率を伊勢志摩地域全体の再訪意向率
以上となる状態を維持し続けることを目指します。

国や県、伊勢志摩地域全体で連携した誘致・受入の推進

共生の視点から、県および伊勢志摩周辺地域と連携し、歴史文化や食、レジャー、バリア

フリー観光など、地域一体で魅力を伝える情報発信や旅行商品の造成を行い、地域全体

での誘客促進を図ります。加えて、競争の視点から、選ばれる観光地として切磋琢磨し自

らの地域資源の磨き上げを図ることで、地域全体での魅力向上につなげます。

【4 年間で取り組むこと】

◆地域全体で連携した誘致・誘客の推進

歴史、文化、自然などの伊勢志摩地域の地域資源の活用と連携

コロナ禍により、自然体験・アウトドアのニーズが高まる中、伊勢志摩地域への来訪者の

ニーズも変化していることを踏まえて、伊勢市が有する神宮の精神性や物語性、歴史文化

などの魅力に加え、鳥羽・志摩などの自然を生かしたコンテンツを組み合わせて、伊勢志

摩地域の観光の魅力として PR し誘客に取り組みます。

【4 年間で取り組むこと】

◆「ナショナルパーク」としての特徴を生かした事業の推進

基本方針6 市民・地域の「おかげさまの心」の醸成と連携の強化

【市民の満足度（市民プライド・誇り）】

市民満足度は令和 2 年度に過去最高の数値と
なりましたが、令和 3 年度においては 6％の落ち込
みが見られます。まちの観光地としての価値や魅力
の高まりが一層認知されることで、観光客を受け入
れる市民の満足度（プライド）も高まるため、目標指
標においては、過去最高となった令和 2 年度の以
上の水準を目指します。

来訪者を笑顔で迎え入れる市民の意識醸成

伊勢市の観光を形作る歴史文化や伝統・精神性を市民に愛されるものとして後世に引き

継ぐとともに、伊勢市に住む人も訪れる人も双方が満足できる観光まちづくりを進めていく

ため、観光に対する市民の理解・協力を深め、来訪者を笑顔で迎え入れる市民の意識醸

成を図ります。

【4 年間で取り組むこと】

◆中長期的な視点による観光まちづくりの担い手の育成

次期式年遷宮へとつながる観光推進体制の充実

次期式年遷宮に向けて 2025 年度(令和 7 年度)から様々な行事が行われることにより

伊勢市に新たな人の流れを生み出す動きが生じることを見据えて、市民・地域の意識や結

束力を高めていくとともに、行政はじめ各種関連団体・関係機関、事業者等が一体となっ

て次期式年遷宮に向けた機運醸成や観光推進体制の充実を図ります。

【4 年間で取り組むこと】

◆次期式年遷宮を見据えた市民力・地域力の向上

◆関係機関と連携した取組の推進
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伊勢志摩地域全体の再訪意向率の水準以上を維持する


